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⚫ 見学施設 さくら荘、なでしこ 

すみれ 

・法人が設計段階から関わっているため、利用者側の使いやすさや職員側の支援のし

やすさが考えられた設計となっており、暮らしやすい環境だと感じた。 

・施設内はきれいに整頓されており、個人のお部屋は利用者の好みに合わせて装飾や

配置などされていた。 

・利用者は「困っていることはない」と笑顔で話されていた。 

・職員と利用者が笑顔で会話され、職員間の情報共有もできており、相談しやすい環

境であると感じた。 

 

りら 

・利用者は３名で、室内は施設というより個人住宅のようであり、アットホームな印

象を受けた。 

・利用者は「困ったことはない」と話され、嬉しそうにお部屋も案内してくれた。 

 

 どちらの施設も職員が利用者の特性を理解し、職員間で情報共有しながら、利用者

が混乱などしないよう、寄り添う支援を心掛けている印象を受けた。 

 

⚫ 見学施設富丘ハウス、清流ハウス 

富丘ハウスと清流ハウスで、数名の利用者様とお話をした所、グループホームの生活

に満足しているとの事でした。これも、支援職員の努力の賜物と思いました。 

グループホームの建設において、現場の介護支援員の希望・意見を取り入れることは

働きやすい環境づくりと介護の質の交渉に非常に有効と感じた。 

グループホームの課題として「人材不足」「利用者の重度化・高齢化」「運営・経営の

厳しさ」と感じた。 

 

⚫ 見学施設さくら荘、なでしこ 

・共有スペース、また見せていただいた利用者様のお部屋ともに清潔に保たれてい

た。 

・職員とのコミュニケーションもしっかりとれているようで、日中あった出来事等い

きいきと話す様子が伺えた。 



・利用者様同士の関係も良さそうで、楽しそうな様子であった。 

・世話人さんの表情も明るく、働きやすい環境であると推測できた。 

・余暇活動として、音楽鑑賞やミサンガ作り等のお話を聞くことが出来た。 

・節分だった事もあり、恵方巻、ロールケーキを嬉しそうに食べていました。 

さくら荘…安全面を考慮して裏玄関を利用しているのは、とても良いと思いました。 

なでしこ…手すりはあったが、高齢者の利用者様が使用するには階段が少し急だと感

じた。 

 

⚫ 見学施設第 2いずみ寮、住吉ハウス、上田ハウス 

・ホームによっては建物が古く使い勝手が悪そうなところもあるようだ。 

・皆さん全体的に今の生活に満足しているようだとあった。 

・皆さん元気そうで楽しく生活をしている様子と印象があった。 

 

 


